
唐
制
に
お
け
る
關
の
性
格

―
― 

軍
事
的
機
能
の
有
無
を
中
心
に

辻

　

正

博

は
じ
め
に

―
問
題
の
所
在

小
論
は
、
唐
制
に
お
け
る
關
の
性
格

―
設
置
目
的
と
機
能

―
に
つ
い
て
、
軍

事
的
機
能
の
有
無
を
中
心
に
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

わ
た
く
し
は
、
二
〇
二
二
年
三
月
、
科
學
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
共
同
研
究
の

成
果
報
告
書
と
し
て
『
中
國
前
近
代
の
關
津
と
交
通
路
』
と
題
す
る
論
文
集
を
編

集
し
、
京
都
大
學
學
術
出
版
會
よ
り
刊
行
し
て
い
た
だ
い
た
。
幸
い
な
こ
と
に
該

書
は
學
界
の
關
心
を
集
め
、
何
名
か
の
方
か
ら
書
評
を
い
た
だ
い
た（

（
（

。
い
ず
れ
も

啓
發
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
な
か
で
も
日
本
古
代
交
通
史
の
專
家
で
あ
る
市

大
樹
氏
か
ら
は
、
論
集
所
收
の
拙
論
「
潼
關
の
設
置
・
移
設
と
武
則
天
の
「
神
都

圏
」
構
想
」
に
對
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し
た
。

交
通
檢
察
を
有
效
に
果
た
す
た
め
の
場
と
し
て
、
關
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
が
關
設
置
の
主
目
的
で
あ
っ
た
の
か
、
考
え

直
す
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。『
大
唐
六
典
』
卷
六
尚
書
刑
部
司
門
郎
中

員
外
郎
に
は
二
六
の
關
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
唐
王
朝
が
廣
大
な
領
域
を
誇
っ

て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
極
め
て
少
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
二
六

の
關
は
上
關
・
中
關
・
下
關
に
分
類
さ
れ
る
が
、
上
關
の
す
べ
て
と
中
關
の

多
く
を
占
め
て
い
る
の
は
、
潼
關
を
含
め
た
京
城
四
面
關
で
あ
る
（
潼
關
は

上
關
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
唐
代
に
は
京
城
四
面
關
が
特
に
重
視
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
や
は
り
國
都
（
長
安
）
の
軍
事
的

防
衞
と
い
う
側
面
が
強
く
意
識
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
京
城
四
面
關
が

實
際
に
防
禦
機
能
を
果
た
す
の
は
非
常
時
に
限
ら
れ
る
が
、
有
事
に
対
す
る

備
え
と
し
て
日
常
的
に
維
持
・
管
理
さ
れ
た
點
を
決
し
て
輕
視
す
べ
き
で
は

な
い
。
た
し
か
に
關
の
日
常
的
な
機
能
と
し
て
は
、
防
禦
機
能
が
前
面
に
出

る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
が
、
有
事
へ
の
備
え
が
あ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

だ
と
考
え
る
。（
中
略
）
潼
關
が
「
城
」
と
も
呼
ば
れ
、
軍
隊
も
駐
屯
し
て
い

た
こ
と
、（
中
略
）
高
臺
や
山
の
稜
線
を
選
ん
で
城
壁
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
こ

と
は
、
決
し
て
看
過
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
評
者
は
、
少
な
く
と
も
潼
關
の

よ
う
な
京
城
四
面
關
に
關
し
て
い
え
ば
、
そ
の
本
質
的
な
機
能
は
國
都
の
防

禦
機
能
に
求
め
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。（
八
七

頁
。
傍
線
は
引
用
者
。
以
下
同
じ
）

1
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正
直
な
と
こ
ろ
、
拙
論
は
專
ら
唐
代
に
お
け
る
潼
關
の
設
置
と
移
設
を
中
心
に

論
じ
た
た
め
、
日
本
古
代
の
關
制
と
比
較
し
て
そ
の
性
格
を
考
察
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
全
く
不
注
意
、
無
頓
着
で
あ
っ
た
。
小
論
で
は
、
市
氏
の
ご
指
摘
を
受
け

と
め
、
唐
制
に
お
け
る
關
の
性
格
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
を
試
み
た
い
。

一　

日
本
古
代
の
關
の
機
能

―
軍
事
的
機
能
と
檢
察
的
機
能

ま
ず
、
比
較
の
對
象
と
な
る
日
本
古
代
の
關
制
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。

日
本
古
代
の
關
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
喜
田
新
六
氏
に
よ
る
先
驅
的
研

究
が
あ
る
（『
歷
史
と
地
理
』
五
七
―
四
、
一
九
三
一
年
）。
喜
田
氏
に
よ
れ
ば
、

行
旅
者
を
勘
過
し
、
逃
亡
を
防
ぎ
、
邊
要
の
守
備
と
な
り
、
又
は
一
朝
事
あ

る
に
際
し
て
軍
防
の
要
處
と
な
る
も
の
は
關
で
あ
る
。（
中
略
）
關
の
警
察
的

方
面
は
關
市
令
に
、
軍
事
的
方
面
は
軍
防
令
に
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
て
居
る
。

（
五
三
頁
）

と
い
う
。
關
の
警
察
的
な
機
能
、
す
な
わ
ち
、
驛
鈴
・
傳
符
・
歷
名
・
過
所
な
ど

に
よ
る
通
行
の
チ
ェ
ッ
ク
は
養
老
令（

（
（

の
關
市
令
3
行
人
度
關
條
に
、

凡
そ
行
人
の
關
を
度
る
者
は
、
皆
な
過
所
に
載
す
る
所
の
關
名
に
依
り
て
勘

過
せ
し
め
よ
。
若
し
詣い

た

る
所
に
依
ら
ず
、
別
に
餘
關
に
向
か
ふ
者
は
、
關
司 

隨
便
に
そ
の
入
出
を
聽
す
を
得
ざ
れ
。

凡
行
人
度
關
者
、
皆
依
過
所
所
載
關
名
勘
過
。
若
不
依
所
詣
、
別
向
餘
關
者
、

關
司
不
得
隨
便
聽
其
入
出
。

と
規
定
さ
れ
、
軍
事
的
な
機
能
、
す
な
わ
ち
、
關
に
兵
士
を
配
置
し
て
守
固
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
養
老
軍
防
令
54
置
關
條
に
、

凡
そ
關
を
置
き
應
に
守
固
す
べ
き
者
は
、
並
び
に
兵
士
を
置
配
し
、
番
を
分

ち
上
下
せ
し
め
よ
。
そ
れ
三
關
は
、
鼓
吹
軍
器
を
設
け
、
國
司
分
ち
て
當
に

守
固
す
べ
し
。
配
す
る
所
の
兵
士
の
數
は
、
別
式
に
依
れ
。

凡
置
關
應
守
固
者
、
並
置
配
兵
士
、
分
番
上
下
。
其
三
關
者
、
設
鼓
吹
軍
器
、

國
司
分
當
守
固
。
所
配
兵
士
之
數
、
依
別
式
。

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
以
後
の
研
究
は
、
喜
田
氏
が
指
摘
し
た
觀
點
を
基
本
的
に

繼
承
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る（

（
（

。
冐
頭
で
紹
介
し
た
書
評
に
お
い
て
市
氏

は
、
日
本
古
代
の
關
が
有
す
る
上
記
二
つ
の
機
能
を
念
頭
に
置
き
、
拙
論
が
潼
關
、

ひ
い
て
は
京
城
四
面
關
が
「
國
都
の
防
禦
的
機
能
」
を
輕
視
し
た
點
を
批
判
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

日
本
古
代
の
律
令
制
度
が
隋
唐
の
政
治
制
度
の
大
き
な
影
響
の
下
に
成
立
し
た

こ
と
は
周
知
の
事
實
で
あ
る
が
、
制
度
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
當
時
の
日
本

國
家
が
そ
の
國
情
に
鑑
み
て
適
宜
取
捨
選
擇
あ
る
い
は
改
變
を
加
え
た
こ
と
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
關
制
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
以
下
、
唐

制
に
お
け
る
關
の
性
格
を
檢
討
し
、
こ
の
點
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

2
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二　
『
大
唐
六
典
』
に
お
け
る
關

（
一
）
關
の
等
級
づ
け
と
そ
の
基
準

ま
ず
、
唐
制
に
お
け
る
關
の
等
級
づ
け
と
そ
の
基
準
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き

た
い
。
開
元
二
十
六
年
（
七
三
八
）
頃
に
完
成
し
た
と
さ
れ
る
『
大
唐
六
典
』（

（
（

は
、

お
お
む
ね
開
元
七
年
（
七
一
九
）
令
に
基
づ
く
制
度
を
記
述
し
た
と
さ
れ
る（

（
（

が
、

そ
の
卷
六
、
尚
書
刑
部
、
司
門
郎
中
員
外
郎
條
に
は
、

凡
そ
關
は
二
十
有
六
に
し
て
上
・
中
・
下
の
差
を
爲
す
。
京
城
四
面
關
の
驛

道
有
る
者
を
上
關
と
爲
す
。
餘
關
の
驛
道
有
り
、
及
び
四
面
關
の
驛
道
無
き

者
を
中
關
と
爲
す
。
他
は
皆
な
下
關
と
爲
す
。（
原
注
省
略
）
中
外
を
限
り
、

華
夷
を
隔
て
、
險
を
設
け
固
を
作
り
、
邪
を
閑ふ

せ

ぎ
暴
を
止と

ど

む
る
所
以
の
者
な

り
。
凡
そ
關
は
呵
し
て
征と

ら
ず
、
貨
賄
の
出
入
を
司み

る
。

凡
關
二
十
有
六
、
而
爲
上
・
中
・
下
之
差
。
京
城
四
面
關
有
驛
道
者
爲
上
關
。

餘
關
有
驛
道
、
及
四
面
關
無
驛
道
者
爲
中
關
。
他
皆
爲
下
關
焉
。（
原
注
省

略
）
所
以
限
中
外
、
隔
華
夷
、
設
險（

（
（

作
固
、
閑
邪（

（
（

止
暴（

（
（

者
也
。
凡
關
呵
而
不

征
、
司
貨
賄
之
出
入
。

と
あ
り
、
關
の
等
級
が

上
關
…
…
京
城
四
面
關
の
う
ち
、
驛
道
を
有
す
る
關

中
關
…
…�

京
城
四
面
關
の
う
ち
、
驛
道
を
有
し
な
い
關
。
京
城
四
面
關
以
外
の

關
で
、
驛
道
を
有
す
る
關

下
關
…
…
上
關
・
中
關
以
外
の
關

と
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
關
の
等
級
を
決
定
づ
け

て
い
た
の
は
、

①
京
城
四
面
關
か
否
か

②
驛
道
を
有
す
る
か
否
か

の
二
點
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
對
し
て
、
日
本
の
養
老
律
令
に
お
い
て
、
關
は
、

三
關
（
伊
勢
國
鈴
鹿
關
、
美
濃
國
不
破
關
、
越
前
國
愛
發
關
）

―
攝
津
・

長
門

―
餘
關

の
よ
う
に
三
等
級
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

養
老
衞
禁
律
25
私
度
關
條

凡
そ
私
に
關
を
度
る
者
は
、
徒
一
年
〈
三
關
を
謂
ふ
者
な
り
〉（

（
（

。
攝
津
・

長
門
は
一
等
を
減
ず
。
餘
關
は
、
又
た
二
等
を
減
ず
。
越
度
す
る
者
は
、
各

お
の
一
等
を
加
ふ
。〈
門
に
由
ら
ざ
る
を
越
と
爲
す
。〉（
下
略
）

凡
私
度
關
者
、
徒
一
年
〈
謂
三
關
者
〉。
攝
津
・
長
門
減
一
等
。
餘
關
、
又

減
二
等
。
越
度
者
、
各
加
二
等
。〈
不
由
門
爲
越
。〉（
下
略
）

養
老
軍
防
令
54
置
關
条

凡
そ
關
を
置
き
應
に
守
固
す
べ
き
者
は
、
並
び
に
兵
士
を
置
配
し
、
番
を

分
ち
上
下
せ
し
め
よ
。
そ
れ
三
關（

（1
（

は
、
鼓
吹
軍
器
を
設
け
、
國
司
分
當
し

て
守
固
せ
よ
。
配
す
る
所
の
兵
士
の
數
は
、
別
式
に
依
れ
。

凡
置
關
應
守
固
者
、
並
置
配
兵
士
、
分
番
上
下
。
其
三
關
者
、
設
鼓
吹
軍

3
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器
、
國
司
分
當
守
固
。
所
配
兵
士
之
數
、
依
別
式
。

三
關
は
、
畿
内
（
大
和
・
山
城
・
攝
津
・
河
内
・
和
泉
）
と
「
東
國
」（
畿
内

―

實
際
に
は
近
江
國
境
よ
り
東
方
に
位
置
す
る
諸
國
）
と
の
往
來
を
行
政
的
・
軍
事

的
に
制
禦
す
る
た
め
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

攝
津
・
長
門
の
關
は
、「
西
國
」（
畿
内
の
西
方
に
位
置
す
る
諸
國
）
と
畿
内
と
の

往
來
を
制
禦
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
京
城
四
面
關
と
邊
境
關

『
大
唐
六
典
』
に
列
擧
さ
れ
た
關
に
つ
い
て
、
礪
波
護
氏
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め

て
い
る
。

七
世
紀
前
半
期
に
お
け
る
唐
代
の
關
に
は
、
京
城
の
内
と
外
を
限
る
四
面
關

と
、
中
華
と
四
夷
を
隔
て
る
邊
境
關
の
二
種
が
あ
り
、
明
ら
か
に
京
城
の
四

面
關
の
方
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。（
礪
波
護
「
神
都
洛
陽
の
四
面
關
」、
一

九
九
〇
年
初
出
。『
隋
唐
都
城
財
政
史
論
考
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
所
収
、

七
三
頁
）

京
城
四
面
關
と
邊
境
關
の
内
譯
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る（

（1
（

（
二
重
傍
線
は
上
關
、

一
重
傍
線
は
中
關
、
そ
れ
以
外
は
下
關
を
示
す
）。

〔
京
城
四
面
關
〕

南
面
關
：
藍
田
關
・
子
午
關
・
駱
谷
關
・
庫
谷
（
京
兆
府
）

東
面
關
：
潼
關
・
渭
津
關
（
華
州
）、
蒲
津
關
・
龍
門
關
（
同
州
）

西
面
關
：
散
關
（
岐
州
）、
大
震
關
（
隴
州
）

北
面
關
：
隴
山
關
・
木
峽
關
（
原
州
）

〔
邊
境
關
〕

關
内
道
：
會
寧
關
（
會
州
）、
永
和
關
（
延
州
）

河
東
道
：
孟
門
關
（
石
州
）、
合
河
關
（
嵐
州
）

山
南
道
：�

甘
亭
關
（
梁
州
）、
百
牢
關
（
梁
州
）、
興
城
關
（
興
州
）、
石
門

關
（
利
州
）

劍
南
道
：�

涪
水
關
（
龍
州
）、
松
嶺
關
（
綿
州
）、
蠶
崖
關
（
彭
州
）、
邛
萊

關
（
雅
州
）

隴
右
道
：
鳳
林
關
（
河
州
）、
鐵
門
關
（
安
西
都
護
府
）

こ
れ
ら
の
關
の
位
置
を
地
圖
上
で
確
認
す
る
と
、
京
城
四
面
關
は
、
京
城
（
長

安
）
を
中
心
と
す
る
地
域
（
以
下
、「
京
城
圏
」
と
呼
稱
）
か
ら
見
て
北
側
に
大
き

く
開
い
た
馬
蹄
形
状
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、「
邊
境
關
」
と
し

て
列
擧
さ
れ
た
諸
關
に
つ
い
て
は
、
地
理
的
位
置
を
考
慮
す
る
と
（
後
掲
、
圖
一

を
參
照
）、
以
下
の
よ
う
に
二
分
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

（
Ａ
）�

山
南
道
・
劍
南
道
・
隴
右
道
の
諸
關
…
…
「
塞
外
」（
唐
朝
の
疆
域
外
）

の
勢
力
を
意
識
し
て
設
置

（
Ｂ
）�

關
内
道
・
河
東
道
の
諸
關
…
…
京
城
四
面
關
の
延
長
線
上
に
設
置

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、『
大
唐
六
典
』
に
列
擧
さ
れ
た
二
十
六
の
關
は
、

（
Ｘ
）�
京
城
圏
の
内
外
の
交
通
を
制
禦
す
る
關
（
京
城
四
面
關
＋
Ｂ
の
關
）　

合

計
十
六
關

4
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（
Ｙ
）�

唐
朝
の
疆
域
内
と
塞
外
と
の
往
來
を
制
禦
す
る
關
（
Ａ
の
關
）　

合
計
十

關

の
二
つ
に
大
別
し
て
考
え
る
べ
き
か
と
思
う
。

三　

唐
制
に
お
け
る
關
の
機
能

（
一
）
唐
律
に
お
け
る
關
の
機
能

唐
制
に
お
け
る
關
の
機
能
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
律
の
條
文
で
關
が
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

唐
律
で
は
、
關
を
經
由
せ
ず
に
通
行
す
る
行
爲
、
す
な
わ
ち
「
私
度
」
と
「
越

度
」
と
を
禁
じ
て
い
る
。

唐
衞
禁
律
25
私
度
關（

（1
（

�

諸
そ
私
に
關
を
度
る
者
は
、
徒
一
年
。
越
度
す
る
者
は
、
一
等
を
加
ふ
。

〈
門
に
由
ら
ざ
る
を
越
と
爲
す
。〉

�

疏
議
し
て
曰
く
。
水
陸
等
の
關
は
、
兩
處
に
各
お
の
門
禁
有
り
、
行
人

の
來
往
に
は
皆
な
公
文
有
り
。
謂
ふ
こ
こ
ろ
、
驛
使
は
符
券
を
驗
べ
、
傳

送
は
遞
牒
に
據
り
、
軍
防
・
丁
夫
は
總
曆
有
り
、
自
餘
は
各
お
の
過
所

を
請
ひ
て
度
る
。
若
し
公
文
無
き
に
、
私
に
關
門
よ
り
過
ぐ
れ
ば
、
合

に
徒
一
年
た
る
べ
し
。「
越
度
す
る
者
」
と
は
、
關 

門
に
由
ら
ず
、
津 

濟
に
由
ら
ず
し
て
度
る
者
な
り
、
徒
一
年
半
と
す
。

諸
私
度
關
者
、
徒
一
年
。
越
度
者
、
加
一
等
。〈
不
由
門
爲
越
。〉

�

疏
議
曰
。
水
陸
等
關
、
兩
處
各
有
門
禁
、
行
人
來
往
皆
有
公
文
、
謂
驛

圖一　『大唐六典』の 26關
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使
驗
符
券
、
傳
送
據
遞
牒
、
軍
防
・
丁
夫
有
總
曆
、
自
餘
各
請
過
所
而

度
。
若
無
公
文
、
私
從
關
門
過
、
合
徒
一
年
。「
越
度
者
」、
謂
關
不
由

門
、
津
不
由
濟
而
度
者
、
徒
一
年
半
。

「
私
度
關
」
と
は
「
公
文
」、
す
な
わ
ち
、
符
券
・
遞
牒
・
總
曆
・
過
所
を
所
持

せ
ず
に
關
を
通
過
す
る
こ
と
で
あ
り
、
關
門
を
經
由
し
な
い
場
合
は
「
越
度
」
と

し
て
一
等
重
い
罰
を
科
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
關
を
通
過
す
る
際
に
は
、

所
定
の
「
公
文
」
を
所
持
し
て
「
關
門
」
を
經
由
し
て
通
過
す
る
定
め
と
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
越
度
」
を
禁
ず
る
規
定
の
存
在
は
、
關
門
を
經
由
せ

ず
に
關
を
通
り
拔
け
る
こ
と
が
物
理
的
に
は
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い

る
。な

お
、
關
津
の
附
近
に
は
「
棧
」、
す
な
わ
ち
、
越
度
者
の
通
行
を
防
ぐ
た
め
の

施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

唐
衞
禁
律
25
私
度
關
（
承
前
）

已
に
越
所
に
至
る
に
未
だ
度
ら
ざ
る
者
は
、
五
等
を
減
ず
。〈
已
に
官
司
の

應
に
禁
約
す
べ
き
の
處
に
至
る
を
謂
ふ
。
餘
條
の
未
だ
度
ら
ざ
る
も
こ
れ

に
準
る
。〉

疏
議
し
て
曰
く
。
水
陸
の
關
・
棧
は
、
兩
岸
に
皆
な
防
禁
有
り
。
越
度

の
人 

已
に
官
司
防
禁
の
所
に
至
り
、
未
だ
度
る
を
得
ざ
る
者
は
、
越
度

よ
り
五
等
を
減
じ
、
合
に
杖
七
十
た
る
べ
し
。「
餘
條
の
未
だ
度
ら
ざ
る

も
こ
れ
に
準
る
」
と
は
、
城
及
び
垣
・
籬
・
縁
邊
の
關
塞
の
禁
約
有
る

の
處
、
已
に
越
所
に
至
る
も
未
だ
度
ら
ざ
る
者
は
、
皆
な
已
越
の
罪
よ

り
五
等
を
減
ず
る
を
謂
ふ
。
若
し
越
度
し
て
未
だ
過
ぎ
ざ
る
者
は
、
上

條
「
一
等
を
減
ず
る
」
の
例
に
準
る
。

已
至
越
所
而
未
度
者
、
減
五
等
。〈
謂
已
到
官
司
應
禁
約
之
處
。
餘
條
未

度
準
此
。〉

疏
議
曰
。
水
陸
關
棧
、
兩
岸
皆
有
防
禁
。
越
度
之
人
已
至
官
司
防
禁
之

所
、
未
得
度
者
、
減
越
度
五
等
、
合
杖
七
十
。「
餘
條
未
度
準
此
」
者
、

謂
城
及
垣
籬
・
縁
邊
關
塞
有
禁
約
之
處
、
已
至
越
所
而
未
度
者
、
皆
減

已
越
罪
五
等
。
若
越
度
未
過
者
、
準
上
條
「
減
一
等
」
之
例
。

棧
（
剗
）
と
は
、
唐
名
例
律
43
共
犯
罪
而
本
罪
別
の
疏
に
「
剗
は
塹
柵
の
所
な

り
」（
剗（

（1
（

塹
柵
所
）
と
あ
る
よ
う
に
、
塹
壕
・
柵
欄
の
類
を
設
け
て
行
人
の
通
行

を
遮
斷
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る（

（1
（

。
棧
は
「
防
禁（

（1
（

」、
つ
ま
り
、
犯
罪
行
爲
を
未
然
に

防
止
す
る
（
越
度
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
）
た
め
に
設
け
ら
れ
た
施
設
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
關
を
設
置
す
る
こ
と
の
本
質
的
意
義

そ
も
そ
も
、
關
を
設
置
し
た
本
質
的
な
意
義
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
中
國
西
北
邊
境
か
ら
出
土
し
た
簡
牘
資
料
に
基
づ
き
、
漢
帝
國
の
通
行

行
政
を
研
究
し
た
冨
谷
至
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

關
所
で
は
ま
ず
通
行
者
に
つ
い
て
出
身
・
年
齡
・
攜
帶
物
・
出
入
月
日
な
ど

を
記
錄
し
、
通
行
者
が
持
參
し
て
い
る
傳（

（1
（

の
寫
し
を
と
り
、
必
要
と
あ
ら
ば

致（
（1
（

を
檢
査
し
、
そ
の
寫
し
も
と
る
。
關
を
出
入
り
し
て
通
常
業
務
を
お
こ
な

6
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う
吏
卒
に
は
左
符
を
持
た
せ
、
關
は
右
符
を
保
管
し
、
そ
の
左
符
と
照
合
す

る
。
さ
ら
に
通
行
記
錄
を
と
り
ま
と
め
整
理
し
て
上
部
機
關
に
報
告
す
る
。

つ
ま
り
、
そ
こ
か
ら
浮
び
上
が
っ
て
く
る
關
所
の
職
務
は
、
通
行
者
の
嚴
格

な
チ
ェ
ッ
ク
、
そ
の
正
確
な
把
握
で
あ
り
、
そ
れ
は
匈
奴
に
向
け
て
の
防
備

と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
漢
人
吏
民
に
対
す
る
管
理
と
い
っ
て
よ
い
。
エ
チ
ナ

川
流
域
の
關
は
、
各
都
尉
府
内
を
移
動
す
る
漢
人
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
で
あ
り
、
多
分
に
内
政
的
性
格
を
有
す
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。（『
文

書
行
政
の
漢
帝
國
』
名
古
屋
大
學
出
版
會
、
二
〇
一
〇
年
、
三
一
四
頁
）

さ
ら
に
冨
谷
氏
は
、
漢
代
に
お
け
る
關
の
具
體
的
機
能
を
示
す
事
例
と
し
て
、

『
史
記
』
大
宛
列
傳
に
見
え
る
李
廣
利
の
記
事
、

〔
貳
師
將
軍
李
廣
利
〕
還
り
て
敦
煌
に
至
る
も
、
士
は
什
に
一
二
を
過
ぎ
ず
。

使
を
し
て
上
書
せ
し
め
て
言
へ
ら
く
、（
中
略
）。
天
子
こ
れ
を
聞
き
、
大
い

に
怒
り
、
而
し
て
使
を
し
て
玉
門
を
遮と

ざ
さ
し
め
て
、
曰
く
、「
軍
敢
て
入
る

者
有
ら
ば
輒
ち
こ
れ
を
斬
れ
」
と
。
貳
師
恐
れ
、
因
り
て
敦
煌
に
留
ま
る
。

（『
史
記
』
大
宛
列
傳
）

還
至
敦
煌
、
士
不
過
什
一
二
。
使
使
上
書
言
。（
中
略
）
天
子
聞
之
、
大
怒
、

而
使
使
遮
玉
門
、
曰
「
軍
有
敢
入
者
輒
斬
之
」。
貳
師
恐
、
因
留
敦
煌
。

を
擧
げ
て
、
以
下
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

し
か
し
砂
漠
地
帶
と
い
う
地
理
條
件
を
考
え
て
も
、
玉
門
關
の
開
閉
が
進
行

の
阻
止
に
い
か
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。「
玉
門
を
遮
す
」
と
い
う
こ

と
は
實
際
に
ど
の
よ
う
な
效
果
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
シ
ャ
バ
ン
ヌ
を

は
じ
め
と
す
る
先
學
の
頭
の
中
に
は
、barrier

と
し
て
の
玉
門
關
が
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
關
所
の
役
割
、
機
能
は
吏
民
の
通
行
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
そ
れ
を
記
錄
す
る
の
が
そ
の
第
一
の
職
務
で
あ
っ
た
。
關
所
を
通
過
す

る
者
は
、
必
ず
關
所
で
通
過
手
續
き
を
し
、
關
所
の
記
錄
に
登
錄
し
て
も
ら

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
武
帝
が
玉
門
關
を
遮
ざ
し
た
と
い
う
こ
と
、
そ

れ
は
本
來
な
ら
ば
玉
門
關
で
何
ら
か
の
手
續
き
と
應
對
を
受
け
る
べ
き
李
廣

利
の
入
國
手
續
き
の
拒
否
、
つ
ま
り
入
國
を
認
め
な
い
と
い
う
行
政
上
の
意

思
表
示
を
意
味
し
、
李
廣
利
と
そ
の
配
下
の
者
は
い
く
ら
内
地
に
い
て
も
歸

國
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
、「
歸
國
」
を
拒
絶
さ
れ
た
李
廣
利
は
、
し
か
た
な

く
そ
の
ま
ま
敦
煌
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

―
私
は
『
史
記
』
大
宛
列
傳
の
件

の
一
節
を
こ
う
解
釋
し
た
い
。（
同
上
、
三
一
九
〜
三
二
〇
頁
）

甘
肅
省
敦
煌
市
の
北
西
約
九
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
點
に
位
置
す
る
小
方
盤
城

は
玉
門
都
尉
府
の
治
所
で
あ
り
、
玉
門
關
は
こ
の
小
方
盤
城
に
隣
接
す
る
場
所
に

置
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
る（

（1
（

。
ゴ
ビ
灘
の
た
だ
中
に
た
た
ず
む
小
方
盤
城
の
周
圍
に

は
軍
事
・
防
禦
に
利
用
可
能
な
自
然
地
形
は
見
あ
た
ら
な
い
。
王
朝
が
こ
の
地
に

關
を
設
け
た
の
は
、
吏
民
の
通
行
を
チ
ェ
ッ
ク
、
つ
ま
り
檢
察
す
る
た
め
で
あ
る

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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（
三
）
唐
制
に
お
け
る
關
の
機
能

（
Ａ
）
檢
察
（
勘
過
）
機
能

『
大
唐
六
典
』
卷
三
〇
、
鎭
戍
嶽
瀆
關
津
官
吏
條
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
唐
の
關
に

は
令
・
丞
・
錄
事
な
ど
の
官
吏
が
置
か
れ
て
い
た
。

關
令
は
末
遊
を
禁
じ
、
奸
慝
を
伺し

ら

ぶ
る
を
掌
る
。
凡
そ
行
人
車
馬 

出
入
往
來

す
れ
ば
、
必
ず
過
所
に
據
り
以
て
こ
れ
を
勘
す
。
丞
は
付
事
勾
稽
、
監
印
、
省

署
抄
目
、
通
判
閲
事
を
掌
る
。
錄
事
は
受
事
發
辰
、
勾
檢
稽
失
を
掌
る
。
典

事
は
船
鋪
を
巡
り
及
び
雜
當
を
掌
る
。
津
吏
は
橋
艙
の
事
を
掌
る
。〈
津
無
け

れ
ば
則
ち
置
か
ず
。〉

關
令
掌
禁
末
遊
、
伺
奸
慝
。
凡
行
人
車
馬
出
入
往
來
、
必
據
過
所
以
勘
之
。

丞
掌
付
事
勾
稽
、
監
印
、
省
署
抄
目
、
通
判
閲
事
。
錄
事
掌
受
事
發
辰
、
勾

檢
稽
失
。
典
事
掌
巡
船
鋪
及
雜
當
。
津
吏
掌
橋
艙
之
事
。〈
無
津
則
不
置
。〉

こ
の
記
事
か
ら
、
唐
代
の
關
が
そ
こ
を
通
過
す
る
者
や
車
馬
に
對
し
て
、「
過

所
」
に
依
據
し
て
檢
察
（「
勘
過
」）
を
實
施
し
て
い
た
こ
と
を
讀
み
取
る
の
は
容

易
で
あ
ろ
う
。
三
井
寺
所
藏
の
「
円
珍
過
所
」（

（1
（

に
記
さ
れ
る
「
勘
入
」（
潼
關
）・

「
勘
出
」（
蒲
津
關
）
の
文
字
は
、
円
珍
の
關
通
過
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
關
丞
が
書
き

入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
Ｂ
）
軍
事
・
防
衞
機
能
の
有
無

次
に
、
唐
制
の
關
に
軍
事
・
防
衞
の
機
能
が
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
檢
討
し

た
い
。

唐
代
の
關
に
軍
事
・
防
衞
的
機
能
が
あ
っ
た
と
す
る
説
の
根
據
は
、
實
の
と
こ

ろ
あ
ま
り
明
確
で
は
な
い（

（2
（

。
管
見
の
限
り
、
愛
宕
元
氏
が
「
唐
代
府
兵
制
の
再
檢

討

―
折
衝
府
の
歷
史
地
理
的
分
析
」（『
東
洋
史
研
究
』
五
六
―
三
、
一
九
九
七

年
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
が
唯
一
の
指
摘
で
は
な
い
か
と
思

う
。

こ
こ
（
敦
煌
出
土
「
水
部
式
」
殘
卷
を
指
す
―
引
用
者
）
に
見
え
る
「
所
配

兵
」、「
鎭
兵
」、「
所
在
州
軍
」
は
關
所
及
び
渡
津
に
兵
力
を
配
備
す
る
こ
と

を
制
度
上
で
も
明
示
し
て
お
り
、
こ
の
兵
力
と
は
折
衝
府
所
屬
の
府
兵
以
外

に
は
あ
り
得
な
い
。（
中
略
）
重
要
な
關
所
や
渡
津
と
名
稱
が
一
致
し
、
あ
る

い
は
至
近
の
地
に
比
定
し
得
る
折
衝
府
は
、
關
所
や
渡
津
の
存
在
と
無
關
係

で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
兩
京
を
取
り
圍
む
地
域
の
關
所
や
渡
津
に
附

設
さ
れ
た
と
見
な
し
得
る
折
衝
府
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
他
の
所
在
不

明
の
折
衝
府
に
あ
っ
て
も
、
關
所
や
渡
津
と
い
っ
た
交
通
、
軍
事
上
の
要
衝

に
は
高
密
度
に
設
置
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
必
ず
し
も
關
所
や
渡
津

の
地
で
は
な
く
と
も
、
し
か
る
べ
き
交
通
、
軍
事
上
の
重
要
地
點
に
も
折
衝

府
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
出
來
る
こ
と
も
、
唐
朝
の
國
内
治
安
對
策

と
い
う
政
治
的
意
圖
に
基
づ
く
も
の
と
言
え
よ
う
。（
八
二
頁
）

愛
宕
氏
の
指
摘
は
、
開
元
二
十
五
年
（
七
三
七
）
度
の
も
の
と
さ
れ
る
「
水
部
式
」

殘
卷（

（2
（

に
見
え
る
關
津
の
記
述
を
府
兵
制
と
關
連
づ
け
て
考
察
し
た
點
で
斬
新
で

あ
っ
た
。
但
し
、「
水
部
式
」
の
該
當
條
文
を
仔
細
に
檢
討
す
る
と
、
そ
こ
登
場
す

る
兵
士
は
「
兵
力
」
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
勞
働
力
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

8
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た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
以
下
、
必
要
と
思
わ
れ
る
部
分
の
み
「
水
部
式
」
の

條
文
を
拔
粹
し
（
冒
頭
の
算
用
數
字
は
行
數
を
示
す
）、
傍
線
を
施
し
た
①
〜
⑤
の

部
分
に
つ
い
て
檢
討
を
加
え
た
い
。

39　
①

揚
州
揚
子
津
斗
門
二
所
、
宜
於
所
管
三
府
兵
及
輕
疾
内
、

40　

量
差
分
番
守
當
、
隨
須
開
閉
。
若
有
毀
壞
、
便
令
兩
處

41　

併
功
修
理
。

（
中
略
）

54　

會
寧
關
有
船
伍
拾
隻
。
宜
令
所
管
、

②

差
強
了
官
檢
校

55　

着
兵
防
守
、
勿
令
北
岸
停
泊
。
自
餘
縁
河
堪
渡
處
、
亦

56　

委
所
在
州
軍
嚴
加
捉
搦
。

（
中
略
）

110　
③

諸
州
貯
官
船
之
處
、
須
魚
膏
供
用
者
、
量
須
多
少
、

111　

役
當
處
防
人
採
取
。
無
防
人
之
處
、
通
役
雜
職
。

（
中
略
）

125　

諸
浮
橋
脚
船
、
皆
預
備
半
副
。
自
餘
調
度
、
預
備

126　

一
副
、
隨
缺
代
換
。
河
陽
橋
船
、
於
潭
・
洪
二
州
、
役
丁
匠
造

127　

送
。
大
陽
・
蒲
津
橋
船
、
於
嵐
・
石
・
隰
・
勝
・
慈
等
州
、
折
丁

128　

採
木
浮
送
。
橋
所
役
匠
造
供
。
若
橋
所
見
匠
不
充
、
亦

129　

申
所
司
量
配
。
自
餘
供
橋
調
度
幷
雜
物
、
一
事
以
上
、

130　

仰
以
當
橋
所
換
不
任
用
物
、
廻
易
便
充
。
若
用
不
足
、
即

131　

預
申
省
、
與
橋
側
州
縣
相
知
、
量
以
官
物
充
。
毎
年
出

132　

入
破
用
、
錄
申
所
司
勾
當
。

④

其
有
側
近
可
採
造
者
、
役

133　

水
手
・
鎭
兵
・
雜
匠
等
、
造
貯
、
隨
須
給
用
。
必
使
預
爲
支

134　

擬
、
不
得
臨
時
闕
事
。

135　

諸
置
浮
橋
處
、
毎
年
十
月
以
後
、
凌
牡
開
解
合
□
□

136　

抽
正
解
合
、
所
須
人
夫
、
採
運
楡
條
、
造
石
籠
及
絙
索
等
。

137　
⑤

雜
使
者
、
皆
先
役
當
津
水
手
及
所
配
兵
。
若
不
足
、
兼

138　

以
鎭
兵
及
橋
側
州
縣
人
夫
充
。
即
橋
在
兩
州
兩
縣
界

139　

者
、
亦
於
兩
州
兩
縣
、
准
戸
均
差
。
仍
與
津
司
相
知
、
所

140　

須
多
少
、
使
得
濟
事
。
役
各
不
得
過
十
日
。

（
後
略
）

①�

揚
州
揚
子
津
斗
門
二
所
、
宜
於
所
管
三
府
兵
及
輕
疾
内
、
量
差
分
番
守
當
、
隨

須
開
閉
（
第
39
〜
40
行
）

愛
宕
氏
は
こ
の
記
事
を
「
揚
州
三
折
衝
府
の
府
兵
が
取
水
口
で
あ
る
斗
門
の
開

閉
を
行
う
こ
と
を
規
定
」
し
た
も
の
と
理
解
し
、「
斗
門
附
近
を
府
兵
が
常
時
巡
回

し
て
不
法
取
水
等
に
對
す
る
監
視
が
な
さ
れ
て
い
た
」
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
文

中
の
「
三
府
兵
」
は
、
揚
州
に
籍
を
置
く
「
三
衞
」
の
兵
士
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

府
兵
で
は
な
い
。『
通
典
』
卷
三
〇
、
職
官
典
、
東
宮
官
、
左
右
衞
率
府
條（

（2
（

に
、

親
府
・
勳
府
・
翊
府
中
郎
將
各
お
の
一
人
。（
中
略
）
大
唐
は
則
ち
親
・
勳
・

翊
三
府
と
曰
ひ
、
各
お
の
中
郎
將
・
左
右
郎
將
各
一
人
を
置
く
。
大
唐 

錄

事
・
兵
曹
參
軍
各
一
人
を
置
く
。

親
府
・
勳
府
・
翊
府
中
郎
將
各
一
人
。（
中
略
）
大
唐
則
曰
親
・
勳
・
翊
三
府
、

各
置
中
郎
將
・
左
右
郎
將
各
一
人
。
大
唐
置
錄
事
・
兵
曹
參
軍
各
一
人
。
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と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
三
府
」
は
「
三
衞
」
と
同
義
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。『
大

唐
六
典
』
に
よ
れ
ば
、
三
衞
の
兵
士
は
都
の
近
傍
に
い
る
者
は
番
上
の
義
務
、
そ

れ
以
外
の
州
に
い
る
者
（
地
方
に
三
衞
の
兵
士
が
い
た
事
例
は
、
敦
煌
・
ト
ル
フ
ァ

ン
出
土
の
戸
籍
・
差
科
簿
に
多
數
見
出
す
こ
と
が
で
き
る（

（2
（

）
は
納
資
の
義
務
を
そ

れ
ぞ
れ
負
っ
た（

（2
（

。
な
お
、
張
沛
『
唐
折
衝
府
匯
考
』（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）

に
よ
れ
ば
、
揚
州
に
は
少
な
く
と
も
四
つ
の
折
衝
府
が
置
か
れ
て
い
た
と
す
る
。

②
差
強
了
官
檢
校
着
兵
防
守
（
第
54
〜
55
行
）

會
州
會
寧
關
は
、『
六
典
』
の
二
十
六
關
の
一
つ
で
「
中
關
」
で
あ
る
。
こ
の
關

が
渡
津
の
役
割
も
兼
ね
て
い
た
こ
と
が
こ
の
史
料
か
ら
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
問

題
は
「
差
強
了
官
檢
校
着
兵
防
守
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
條
文
後
半
に

は
「
兵
士
を
留
め
て
防
守
さ
せ
る
」
と
理
解
し
て
問
題
無
い
で
あ
ろ
う
。
愛
宕
氏

は
、
こ
の
條
文
を
「
關
所
及
び
渡
津
に
兵
力
を
配
備
す
る
こ
と
を
制
度
上
明
示
」

し
た
も
の
と
解
釋
し
、「
こ
の
兵
力
と
は
折
衝
府
所
屬
の
府
兵
以
外
に
は
あ
り
得
な

い
」
と
斷
定
す
る
の
だ
が
、
些
か
勇
み
足
の
感
を
禁
じ
得
な
い
。
條
文
に
は
、
關

に
留
め
ら
れ
た
兵
士
を
「
強
了（

（2
（

の
官
」
が
統
率
す
る
と
あ
る
。「
強
了
」
と
は
「
公

強
」（「
公
正
に
し
て
意
志
堅
固
」
の
意
）
と
「
了
事
」（「
問
題
を
う
ま
く
處
理
し

て
事
態
を
收
束
さ
せ
る
」
の
意
）
の
二
語
を
つ
づ
め
て
表
現
し
た
語
句
で
あ
ろ
う
。

「
強
了
の
官
」
は
武
人
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
後
文
（
第
56
行
）
に
「
委

所
在
州
軍マ

マ

嚴
加
捉
搦
」（「
軍
」
字
は
「
郡
」
の
誤
寫
で
あ
ろ
う（

（2
（

）
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
主
た
る
任
務
は
違
反
者
の
捕
縛
、
す
な
わ
ち
、
州
縣
の
官
吏
が
負
う
て

い
た
治
安
維
持
業
務
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③�

諸
州
貯
官
船
之
處
、
須
魚
膏
供
用
者
、
量
須
多
少
、
役
當
處
防
人
採
取
。
無

防
人
之
處
、
通
役
雜
職
（
第
110
〜
111
行
）

諸
州
が
管
理
す
る
官
船
に
對
し
、
お
そ
ら
く
は
防
水
處
理
を
施
す
た
め
に
用
い

る
「
魚
膏あ

ぶ
ら

」
を
採
取
す
る
た
め
に
、「
當
地
の
防
人
」
を
役
使
す
る
こ
と
を
定
め

た
條
文
で
あ
る
。
防
人
は
本
來
、
邊
防
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
兵
士
（
戍
卒
）
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
の
彼
ら
の
任
務
は
一
種
の
勞
役
で
あ
っ
て
軍
務
で
は
な
い
。
防

人
が
い
な
け
れ
ば
雜
職
で
代
替
さ
せ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ

は
明
白
で
あ
ろ
う
。

④�

其
有
側
近
可
採
造
者
、
役
水
手
・
鎭
兵
・
雜
匠
等
、
造
貯
、
隨
須
給
用
（
第
133

〜
134
行
）

⑤��

雜
使
者
、
皆
先
役
當
津
水
手
及
所
配
兵
。
若
不
足
、
兼
以
鎭
兵
及
橋
側
州
縣
人

夫
充
（
第
137
〜
138
行
）

そ
も
そ
も
愛
宕
氏
は
上
記
論
考
に
お
い
て
、「
浮
橋
一
般
の
管
理
維
持
に
用
い
る

べ
き
勞
力
」
と
し
て
、
水
部
式
の
條
文
「
皆
な
先
づ
當
津
の
水
夫
及
び
配
す
る
所

の
兵
を
役
す
。
若
し
足
ら
ざ
れ
ば
、
兼
ね
て
鎭
兵
及
び
橋
側
の
州
縣
の
人
夫
を
以

て
充
つ
」
な
る
規
定
（
⑤
）
を
掲
げ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
本
條
文
に
見
え
る
「
所

配
兵
」
を
、
關
所
及
び
渡
津
に
配
備
さ
れ
た
兵
力
（
府
兵
）
と
解
釋
し
て
議
論
を

進
め
て
い
る
の
は
不
審
で
あ
る
。「
所
配
兵
」
は
水
手
と
と
も
に
「
役
」
せ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
用
務
が
軍
務
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
浮
橋

の
維
持
管
理
に
必
要
な
物
資
の
調
達
に
つ
い
て
定
め
た
條
文
（
④
）
に
見
え
る
「
鎭

兵
」
に
つ
い
て
も
、
水
手
・
雜
匠
と
と
も
に
使
役
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
軍
務

で
は
な
い
と
判
斷
さ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、「
水
部
式
」
殘
卷
に
見
え
る
「
兵
」
は
、
軍
事
・
防
衞
に
從
事
す

る
た
め
に
關
津
に
配
屬
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
必
要
に
應
じ
て
關
津
に
配

屬
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
た
役
務
に
從
事
し
た
に
過
ぎ
な
い（

（2
（

。
兵
以
外
の
者
（
雜
職
、

水
手
、
雜
匠
、
州
縣
人
夫
等
）
が
彼
等
と
同
じ
役
務
に
た
ず
さ
わ
っ
た
こ
と
が
、
何

よ
り
の
證
左
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
に
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
唐
代
の
關
の
機
能
は
、
關
を
通
過
す
る
人
や

車
馬
を
檢
察
（
勘
過
）
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
詰
ま
る

と
こ
ろ
、
關
の
主
た
る
機
能
は
「
譏
」
す
な
わ
ち
「
呵
察
」
で
あ
っ
た（

（2
（

。
無
論
、

關
は
交
通
の
要
衝
に
設
置
さ
れ
て
い
た
た
め
、
軍
事
・
防
衞
面
で
も
王
朝
か
ら
重

要
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
有
事
の
際
に
は
關
を
め
ぐ
る
攻
防
戰
が
幾
度
と

な
く
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
但
し
注
意
す
べ
き
は
、
關
を
閉
鎖
し
て
も
、
敵
は

そ
れ
以
外
の
經
路
（
い
わ
ゆ
る
「
拔
け
道
」）
か
ら
し
ば
し
ば
侵
入
を
果
た
し
得
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
唐
制
の
關
は
、
外
敵
を
遮
斷
す
るbarrier

で

は
決
し
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
古
代
の
關
と
の
性
格
の
違
い
は
、
日
本
に

お
け
る
關
の
成
立
事
情
と
深
く
關
わ
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
別
途
考
察
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
れ
は
筆
者
の
力
量
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

注（
1
）	�『
唐
代
史
研
究
』
二
五
（
河
野
保
博
氏
評
、
二
〇
二
二
年
八
月
）、『
史
學
雜
誌
』
一

三
一
―
一
一
（
北
村
一
仁
氏
評
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
）、『
史
林
』
一
〇
五
―
六

（
市
大
樹
氏
評
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
）、『
歷
史
地
理
學
』
六
六
―
二
（
山
近
久
美

子
氏
評
、
二
〇
二
四
年
三
月
）。

（
2
）	�

養
老
律
令
の
テ
キ
ス
ト
は
、
井
上
光
貞
・
關
晃
・
土
田
直
鎭
・
青
木
和
夫
校
注
『
律

令
』（
日
本
思
想
大
系
三
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）
に
據
る
。

（
3
）	�

警
察
的
機
能
を
強
調
す
る
研
究
と
し
て
舘
野
和
己
『
日
本
古
代
の
交
通
と
社
會
』（
塙

書
房
、
一
九
九
八
年
）
を
、
軍
事
的
機
能
を
強
調
す
る
研
究
と
し
て
吉
永
匡
史
『
律

令
國
家
の
軍
事
構
造
』（
同
成
社
、
二
〇
一
六
年
）
を
代
表
例
と
し
て
擧
げ
て
お
く
。

（
4
）	�『
大
唐
六
典
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
原
則
と
し
て
近
衞
家
煕
校
訂
本
（
以
下
「
近
衞
本
」。

廣
池
學
園
事
業
部
、
一
九
七
八
年
）
に
據
る
が
、
注
記
を
し
て
文
字
を
一
部
改
め
た

箇
所
が
あ
る
。

（
5
）	�

仁
井
田
陞
「
唐
令
の
史
的
研
究
」（『
唐
令
拾
遺
』
序
説
。『
唐
令
拾
遺
』
東
方
文
化

學
院
東
京
研
究
所
、
一
九
三
三
年
所
收
）、
六
一
〜
六
六
頁
。

（
6
）	�「
設
險
」。『
周
易
』
坎
、
彖
傳
。
王
公
設
險
、
以
守
其
國
。
王
弼
注
。
國
之
爲
衞
、
恃

於
險
也
。
言
自
天
地
以
下
、
莫
不
須
險
也
。

（
7
）	�「
閑
邪
」。『
周
易
』
乾
、
九
二
。
子
曰
。
龍
德
而
正
中
者
也
。
庸
言
之
信
、
庸
行
之

謹
、
閑
邪
存
其
誠
、
善
世
而
不
伐
、
德
博
而
化
。

（
8
）	�「
止
暴
」、
近
衞
本
は
「
正
暴
」
に
作
る
が
、『
職
官
分
紀
』
卷
一
一
、
司
門
郎
中
條

に
引
く
「
六
典
」
お
よ
び
『
玉
海
』
卷
二
四
、
地
理
、
唐
二
十
六
關
に
引
く
「
六
典
」

が
と
も
に
「
止
暴
」
と
す
る
の
に
據
り
、
文
字
を
改
め
た
。

（
9
）	�

小
論
で
引
用
す
る
漢
文
史
料
に
お
い
て
、
原
注
部
分
は
〈 

〉
で
括
っ
て
示
す
こ
と
と

す
る
。

（
10
）	�
義
解
に
「
謂
伊
勢
鈴
鹿
・
美
濃
不
破
・
越
前
愛
發
是
也
」
と
あ
る
。

（
11
）	�

礪
波
護
「
唐
代
の
畿
内
と
京
城
四
面
關
」（
一
九
九
二
年
初
出
。『
隋
唐
都
城
財
政
史

論
考
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
六
年
所
収
）、
八
六
〜
八
七
頁
、
お
よ
び
、
市
大
樹
「
日
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本
古
代
關
制
の
特
質
と
展
開
」（
二
〇
一
五
年
初
出
。『
日
本
古
代
都
鄙
間
交
通
の
研

究
』
塙
書
房
、
二
〇
一
七
年
所
収
）、
三
二
四
頁
に
よ
る
。

（
12
）	�
小
論
で
は
、
唐
律
本
文
は
『
律 

附
音
義
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
九
年
景
印

本
）
に
、
疏
は
原
則
と
し
て
『
宋
刑
統
』（
天
一
閣
舊
藏
明
鈔
本
。
米
國
議
會
圖
書

館
撮
影
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
據
る
）
に
據
っ
て
引
用
す
る
こ
と
と
し
、
必
要
に
應

じ
て
『
譯
註
日
本
律
令
』
二
・
三
（
律
本
文
篇
。
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
五
年
）
を

參
照
し
、
條
文
番
号
も
こ
れ
に
從
っ
た
。

（
13
）	�『
故
唐
律
疏
議
』
は
「
棧
」
字
に
作
る
。
前
注
所
31
『
譯
註
日
本
律
令
』
二
、一
七
七

頁
を
參
照
。

（
14
）	�

前
掲
喜
田
論
文
は
「
剗
は
軍
事
的
要
處
で
あ
る
」（
三
五
〇
頁
）
と
す
る
が
、
判
斷

の
根
據
を
示
し
て
い
な
い
。

（
15
）	�『
周
禮
』
地
官
司
徒
。
司
救
、
中
士
二
人
、
史
二
人
、
徒
二
十
人
。
鄭
玄
注
。
救
猶

禁
也
、
以
禮
防
禁
人
之
過
者
也
。
鄭
玄
注
に
「
禮
を
以
て
人
の
過
ぐ
る
を
防
禁
す
る

者
な
り
」
と
あ
る
點
に
注
意
し
た
い
。

（
16
）	�

通
行
證
。
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
簡
牘
研
究
班
編
『
漢
簡
語
彙　

中
國
古
代
木

簡
辭
典
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）、
四
一
五
頁
を
參
照
。

（
17
）	�

證
明
書
。
前
注
『
漢
簡
語
彙
』、
三
八
二
頁
を
參
照
。

（
18
）	�

一
九
九
八
年
に
小
方
盤
城
の
周
圍
で
發
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
こ
の
地
に
玉
門
關
が
設

置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
簡
牘
も
發
見
さ
れ
た
。
楊
俊
「
一
九
九
八
年
玉
門

關
遺
址
發
掘
簡
報
」（
張
德
芳
・
石
明
秀
主
編
『
玉
門
關
漢
簡
』
中
西
書
局
、
二
〇

一
九
年
所
收
）、
二
九
四
〜
二
九
五
頁
を
參
照
。

（
19
）	�

以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
て
畫
像
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。http://w

w
w
.shiga-m

iidera.
or.jp/kasho/　

（
二
〇
二
五
年
十
月
十
四
日
最
終
確
認
）

（
20
）	�

吉
永
匡
史
「
律
令
關
制
度
の
構
造
と
特
質
」（
二
〇
〇
九
年
初
出
。『
律
令
国
家
の
軍

事
構
造
』
所
收
）
は
、
日
唐
の
關
制
を
比
較
對
照
し
て
「
日
唐
と
も
に
京
師
防
衞
と

い
う
共
通
要
素
が
浮
か
び
上
が
」
る
と
主
張
す
る
が
、
京
城
四
面
關
に
軍
事
・
防
衞

機
能
が
あ
っ
た
と
す
る
根
據
は
示
さ
れ
て
い
な
い
（
一
五
九
〜
一
六
二
頁
）。
市
大

樹
「
日
本
古
代
關
制
の
特
質
と
展
開
」（
前
掲
）
も
吉
永
説
に
依
據
し
て
同
樣
の
主

張
を
す
る
が
、
そ
の
根
據
を
示
し
て
い
な
い
。

（
21
）	�

フ
ラ
ン
ス
國
立
圖
書
館
藏
、
編
號
はPelliot Chinois 2507

で
あ
る
。
年
代
比
定
に

つ
い
て
は
、
岡
野
誠
「
敦
煌
發
見
唐
水
部
式
の
書
式
に
つ
い
て
」（『
東
洋
史
研
究
』

四
六
―
二
、
一
九
八
七
年
）
の
所
説
に
從
い
、
錄
文
も
こ
れ
を
參
考
に
し
た
。
な
お
、

圖
版
は
以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
て
閲
覽
が
可
能
で
あ
る
。https://gallica.bnf.fr/

ark:/12148/btv1b83040269.r=2507?rk=85837;2

（
二
〇
二
五
年
十
月
十
四
日

最
終
確
認
）

（
22
）	�

中
華
書
局
校
點
本
（
一
九
八
八
年
）、
八
三
六
頁
。

（
23
）	�

池
田
温
『
中
國
古
代
籍
帳
研
究
』（
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
七
九
年
）
所
掲
の
以

下
の
史
料
を
參
照
。
天
寶
六
載
（
七
四
七
）
燉
煌
郡
燉
煌
縣
龍
勒
鄕
都
鄕
里
籍
（
一

九
二
〜
二
一
四
頁
）
ｂ
第
29
行
お
よ
び
ｃ
第
87
行
、
唐
大
曆
四
年
（
七
六
九
）
沙
州

燉
煌
縣
懸
泉
鄕
宜
禾
里
手
實
（
二
一
五
〜
二
三
三
頁
）
第
148
行
、
唐
天
寶
年
代
燉
煌

郡
燉
煌
縣
差
科
簿
（
二
六
三
〜
二
八
一
頁
）
ａ
第
47
〜
49
行
お
よ
び
ｂ
第
34
〜
36

行
・
第
67
行
な
ど
。

（
24
）	�『
大
唐
六
典
』
卷
五
、
尚
書
兵
部
、
兵
部
郎
中
條
。
凡
諸
衞
及
率
府
三
衞
貫
京
兆
・

河
南
・
蒲
・
同
・
華
・
岐
・
陝
・
懷
・
汝
・
鄭
等
州
、
皆
令
番
上
、
餘
州
皆
納
資
而

已
。〈
應
納
資
者
、
毎
年
九
月
一
日
於
本
貫
及
寄
住
處
輸
納
、
本
貫
挾
名
録
申
兵
部
。〉

（
25
）	�『
續
資
治
通
鑑
長
編
』
卷
四
七
一
、
哲
宗
・
元
祐
七
年
三
月
辛
丑
條
。
兵
部
状
、「
準

都
省
白
劄
子
、
臣
僚
上
言
『
諸
路
將
兵
器
、
乞
逐
路
委
提
點
刑
獄
官
一
員
専
一
提
舉
。

每
季
從
提
舉
官
於
本
州
京
朝
官
之
間
、
精
選
公
強
了
事

0

0

0

0

之
人
點
檢
、
使
安
置
如
法
、

（
下
略
）』。
…
…
」。
從
之
。

（
26
）	�

管
見
の
限
り
、
唐
代
史
料
中
に
「
州
軍
」
の
用
例
は
無
い
。
ま
た
、「
委
所
在
長
吏

嚴
加
捉
搦
」（『
唐
大
詔
令
集
』
卷
一
一
三
、
條
流
僧
尼
敕
）、「
委
所
在
開
律
鎭
舖
切

加
捉
搦
」（『
唐
大
詔
令
集
』
卷
一
三
〇
、
平
党
項
德
音
）、「
委
所
在
州
府
長
官
幷
錄

事
參
軍
等
嚴
加
捉
搦
」（『
唐
會
要
』
卷
四
一
、
斷
屠
釣
、
大
中
二
年
條
）
と
い
っ
た

表
現
か
ら
、「
捉
搦
」
を
行
う
主
體
は
州
縣
の
長
官
と
そ
の
屬
官
、
つ
ま
り
、
文
官

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
27
）	�

い
く
つ
も
の
折
衝
府
が
軍
事
上
の
要
衝
に
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
上
記
論
文
に
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お
い
て
愛
宕
氏
が
事
例
を
擧
げ
て
丹
念
に
證
明
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
誤
解
を
避

け
る
た
め
に
附
言
し
て
お
き
た
い
。

（
28
）	�『
禮
記
』
王
制
。
關
執
禁
以
譏
、
禁
異
服
、
譏
異
常
言
。
鄭
玄
注
。
譏
、
呵
察
。

〔
附
記
〕

小
論
の
も
と
と
な
っ
た
の
は
、
東
洋
史
研
究
會
大
會
（
二
〇
二
四
年
十
月
、
於
京
都
大
學

文
學
部
）
お
よ
び
六
朝
史
研
究
會
（
二
〇
二
五
年
九
月
、
於
京
都
大
學
總
合
人
閒
學
部
）
に

お
い
て
行
っ
た
口
頭
發
表
で
あ
る
。
席
上
、
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
こ
の
場
を
借
り

て
厚
く
お
禮
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
小
論
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ 

科
研
費
（
２
４
Ｋ
０
０
１
０
０
、

１
７
Ｈ
０
１
６
４
３
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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